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を得た。その中で、6636 bp の ORF がそのアミノ酸配列から細胞外タンパクと推測され、この遺伝子の下流
には I 型分泌装置をコードする 3 つの遺伝子が存在していることから、この遺伝子を biofilm-associated 














               審   査   の   要   旨 
 
 
 
 本研究により、水処理施設の活性汚泥に含まれる非運動性細菌のバイオフィルムに関する新たな知見が見
いだされた。細胞表層に存在する巨大タンパクが疎水性相互作用を介して基質表面との付着に寄与し、バイ
オフィルム形成に至ることを証明している。またその巨大タンパクの細胞表層への分泌に関与する遺伝子も
同定している。さらに分子生物学的手法と最新のイメージング解析手法を組み合わせることで付着因子の細
胞表層の局在位置などの理解を深めることに成功している。また巨大タンパクのリピート配列などの特徴に
ついても知見を得ており、新たな基質付着因子を発見したことも評価出来る。これまでバイオフィルム形成
は主に運動性細菌で研究がなされてきたが、非運動性細菌で新たなバイオフィルム形成因子まで解明された
ことは意義深く、今後学術および応用に寄与することが期待される。 
 以上のように、本博士論文における非運動性細菌のバイオフィルム形成に関する新たな知見は、オリジナ
リティに富む研究であり、学術面のみならず水処理などの産業分野に有用な知見新となることから高く評価
できる。 
 
 平成２９年１月１６日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
